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ドイツにおける

総合目録を中心とした図書館協力事業、

一一L一・一一・一その歴史と現状一　第1部　第2次世界大戦まで

ノ 丸山昭．二郎

平　野’美，恵子

はじめに

　この第1部は主とし℃，1938年にアメリ

ガで出版されたプtiイセン目録規則の英

訳“The　Prussian　instructions”の訳者

Ahdrew’　D．　Osbornの異例に長い序文に

よっ旧いる。Osbornの序文にはプPtイセ

ン総合目録の歴史とそ乳に密接に関連した

プPイセン目録規則ξ）由来，特徴と英米系

目録規則との比較が42ペー♪にわたって述

べられている。本稿は総合目録と目録規則

についてふれ；ヒれに若干の補足を加えて

ある。

第2部には，第2次大戦後におけるドイ

ツ連邦共和国の総合目録を中心とした図書

館協力事業の実状と将来計画を調査して，・

これをまとめる予定である。

ドイツを中心とした

19世紀の欧米図書館界

近代図書館史はフランス革命から始めて

よいと考えられる。革命当時，フランスを

はpめ，ドイツなど各地で主侯貴族，教会

が所有していた多数の図書が押収され，’混

乱のうちに集積された図書がその後各地に

分配され，それらをちとにした図書館が次

第に開設されていった。

　1808年に図書館学（Bibliothekswissen・

schaft）という語を初めて使用したといわ

れているドイツ’のM・Schre㌻tingerもこの

出来事に無関係な人物ではなかっだ。フラ

ンスに一番最：初ρ図書館学校が開設されだ

のも，革命当時押収され，各地に大：量に集

積された図書を整記する上で必要な人材を　　’

養成することが三三だったからではないか

とも考えられる。　

　本稿では背景を知る上で，19世紀めドイ

ツ図書館界をまず概観したい。”別表でドイ

ツと対比させて英・米・フランスなどの主

要な図書館関係の出来事を示してみた。当

時この四か国間で・価の三四・ついてウま　、

多少の早いおそいはあゲでも，総体として，
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　PR　正式な図書餌員資格制度1
　LS’　・最初の図書館学校（英国に講習）

　LA　図書館協会設立t　tt

　　　　最初の図書館雑誌’　’LJ，’

　CLズ基本となる最：初の目録規則　「・

　cc’最初のカeド目録『：’
一LC「 送ｧ図zenの印刷一回三女倉

．　PC’　　　　印刷力」ド・サービス　．，tt∵、

は発展状況は大体同一つ」ズであっ準と考

．～乏ら；れる6・㌧、

葎書淫に？いて町メリ、カまη・」亘・

パの方が充実していた。現在ソ連を除ぐと・）・

堺縁臓書窓も？ア籾．臓会図書
館秀1900年当時ぽ70万f貼．ハ÷バニ．ド大学．

OXS7万冊であった。　T一’一‘方Srロッパでは大

英博物館の蔵書は1870年tlc　IOO万冊を越し，

ベルリン王立図書館は1900年当時150万冊

を所蔵していたよ．うである。

　プ自イセンにおける

　図書館協力機構

　！882年から1907年の25年間，プPイセγ

の教育行政を担当し，高等教育ρ改革など、

を行なったFri¢drich今lthoff　lま・その古

義中図書館に対しても積極的な政策を行な

い，近代的なプロ．イセン図書館協力システ・・

ムの最初の組織者であるとされている。彼

は中央目録サービ．スの価値をよく認識して

・いて，精力的に図書館間協力の基礎固めを

行なった6

　奪たプgイセこノρ津名な歴史家で権2J．国

家主義者で細り，当時の政界に季大きな発、「

言力をもっていたHeinrich　Treitschkeは

1884年に，自己の創刊したrプPtイセン年

・鑑i』にベルリン．の主立図書館（K6nigliche

Bi脚h・k）に関す細説蝿げ・最後に・，

王立図書餌を中心とするプPイセ．ン全体O．．

図書館協力組織の確立を提言した。Treit－

sc球eに，tt奪ず第一歩≧してプ戸イセγ内’1

り大図書館の目録コピーをベルリン王立図tt

書館匠集めるべきだとし，これがなされれ

ば・、他のドイツ国内の図書館もあζから積’．

・極的にこれに参加する、と考えていた。

　・Treitschkeの提言は当時の図書館界に

・受け入れられたが，総合目録の形についで．．

は意見O＊一一致しなかった。㌔ドィヅで1886年

前カード目録用の目録規則を初めて発表

し．同年最初の図書館学の教授と1ｵてゲヅ
チシゲン大学た講座を開いたDziatzko．は‘

分類自録を主張した。’Kochend6rfEerは各・・

』大学共通の分類を定めることは不可能に近

いとしてこれに反対し，そのかわり特別委

員会を設置しそこで制定した共通目録規則’』
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にしたがい，各大学図書館でカー1ドを印刷

する方式をとることを主張した。

　1888年にAltb6ffは省令を出し，各図書

館で作成レている目録カードの記入事項を

簡素化し統一させるため，中央事務局にお

いてカードを印刷する事業を開始すること

を発表した。この事業を推進するため王立

図書館長Wilmapnsを長とする委員会力1

設置され，同年12月印刷力綱ド用目録規則

のアウトライン10ページを含む報告書が作

成された。　　　　・　　　1

　印刷カードはベルリン王立図書館におい

て印刷することが勧告され，週単位で番号

づけがされた新受入れ分と，図書館間の協

力によりて作成する既存蔵書牙の2シリー

ズとするこ「とになった。カード形態ではな

かったが，1892年にカレントな受入速報

‘rBerlinerτiteldrucke鷺が発行され，定期

的に二布されるようになったことにより，

最：初のシリーズは実現したといえよう。印

刷カー＝ド形態のものは1909年から二布され

るξうになρたQ

・プロイセン総合目録の企画と

　その推進

　1894年ベルリン王立図書館長Wilmann6

は，、王立図書館とプ戸イセン各大学図書館

の冊子体総合目録を印刷干ij1行ずるために30

万マルクの予算＝を要求し・ζれが実現し

た。総合目録はすでに刊行されそいた大英

博物館とフウンス国立図書館の蔵書目録に

なら，Dて，アルファベヅト順目録とするこ

とになった。

　この総合目録事業でAlthoffを補佐し，

具体的な計画を推進したのは，幽Fritz　Mil－

kauであった。（彼は後に，第2次大戦前に

即けるドイツ図書館学の集大成ともい’える

Handbuch　de’r　Bibliothekswisserischaft

　　＜1931－40＞をのこしている）

　　　総合目録は最初カード形態とし，最終的

　　に冊子目録を印刷することが計画された

　　が，総合目録用にプPイセンの図書館に共

　　通の新自録規則を制定することが急務とな

　　つた。総合目録の記入あたりのコストは40

　　ペニッヒと見積られていたので，簡潔な記

　　入にする必要があった。・、Milkauは新目録

　　規則の概略を示したが畦畔こ関連してダ、

　　総合目録を書誌的トールとするかファイン

　　デイング・リストとするかについて，その

　　当時も論争があった。結果としては経済性・

　　を重視して，記述の要素を図書の識別に必

　要な最少限度にしぼり，かつ資料の価値に

　　よっては簡略記入を許す，当時としては画

　期的なものとなった。

　　　またMilkauは1898年に王立図書館の

　　目録をコピーしたカードを各大学に順送り

　　し，これに各図書館が所蔵認録や新記入を

　追加する方式をとることを主張した。

　　　このプP’イセンの総合目録とは別個に，『

　’Christian’　Berghoeffer　e＊1891年に個人的な

　tt事業としてFrankfurter　Sammel一：Katalo9

　　をつくりだした。ドイツ語使用国にある大

　　図書館の印刷目録を切り貼りし，ユ501年以

　　暴虎行り図書を収録したもので400万枚の

　　カードからなり，1922年に公開されたd戦

　　争の影響で不完全になった点はある演，ま’

　　だ現在でもこの目録は他用可能である。

　　　図書館協力のための目録規則

　　　ドイツ各地の図書館では，はじめ館のな

　　かで口伝えで伝承されていた目録に関する

　・取り決め潜だんだん成文化されるようにな

　　つた。そして1850年頃ミ回ンFヘシ「で成文化

　　され，手写された規則がその後のドイツ各

　地の図書館の目録規則に影響を与える源流

　　となった。、
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　すでにふれた1886年のDziatzko．．の規則

も部分的匠ミ』ンヘンの規則の影響を受け

で・郵・89・年にべ・v・　1）　’ンの主立図書館は

目録がLド作成用の規則“lpStr磁tion　ftir

’di，e’一’Herstellgng　der　Zettel　des’alpharl

b・tiS・h・・K・tq1・9・・”1を制定したが・基本

記入の選定の部はDzia七zk6の規則と向一・

鰯っだ・ユ892年省令居ついてかイセ・

．1ンの全図書館は1890年の規則を増補したも

みを使用するこ．とに准づ．た6

　廊96年掛プPイセン総合目録事業の予算’

：・が確i閉するとともte，総合月録用め新規即

を制定する必要がでてきた。．1892年め規則．

はこの新事業にに不適当なことが明ら塑に

なちたからである。新規則はe．tt従来の規則1t

の欠轄を修耳し，簡潔で排列が容易なもQ．

．とすることを目標とした。1896年目録委景1

会はDzh櫨6’O規則を新規則の基礎とす・

ることを決定した・1897年にP・i・tzk・．・

E・mari・lpP・1・雌1蜘・、Si甲6・から嫡’

∫小委員会が修正点を検討し，』Milkayが第

　2草案，明言草案を作成した炉，最終案は

．Dziat乞koめ秀ρどは全く異なる・もの．8な1

・ってしまった6㌧

　・1899年に新規則に“lnstruktionen　f廿r　die

alphabetischen　Katalog　’der／　pireusSischen

’・Bibli・中・k・n　u・d’fu・　de・p・euSSi・ch・n．

ρ・・am・k…1・含畑ユ9・舜i　1899”≧t、

、醗衷さ・れた6蜘5年にはその注解増補、、

ﾆ実例の補遺“E・1aut・・ting・n，・　Na・ht・ag・，

BeiSpielZusatze”が刊行された61904年に「、

解版が緯塚とな？たこともあり21908年に

第2駆が刊行されたが・こ，i版に膝いセは

総命巨鐸に関する規定は甲刷されず・書名

、からも末尾の“…tihd　fttr　deiS　preussiSchen

，G蕊a卑tkat孕109”という語句が削除されて

，いる。 2版の23粂に簡略記入Q条項が新設、

され，・かう省令によって．こ4～規定が正式に

認めら繰ヒとは，特記すべき三三阿

る◎

　このInstrUktion・ぽドイ平国内のみなち

ず1オ同勢トリアをほじめ・ハンガリー・

スェニデシ，スイスで広く，デンマーク，、

オランダ，ノルウェーでは一部において使’．

用され，ドイツ語圏諸国を中心としたヨ，一

事ッ』 pの標準目録規則となった。ζの規則　　‘
　　　ノの普及にはプ官イセソ至立図書館における

総合自署刊行や印刷カード．・サゼビネが大

いに影響していることは言うまでもない1こ

とである。

　英語圏諸国における最初の統一的目録規、、

・則は，190S年刊行の英米目録規則であり，

こめ規則の制定過程に率いてすでに刊行さ、

れていたInstruktionとその補遺ガ§参考に

「用いられている。しかしとのドイ，ツ系目録

1規則と英米系目録規則に嫉根本的な原則の、

’相違があり，この相違点ば1961年の国際痺．．

録法原則会議で参加各国の同意による諸原

則が承認されるまで，両者は平行線のまま

調整されることなしに持ち越されていた。

この根本的な相違点とは，ドイツ系規則に

おいて団体著者の概念がなく，無著者名図

書の取扱いが相違していることである。

総合目録事業の進展

　Milkauが示唆したように，’Instruktibn

が制定されると，記入数が150万あるベル

四王立図書館の瞬は1「i・t・ukti・nにレ

たがって訂正され・・1902年の半ばセ『こ⑱作

業は完了した。総：合目録の基礎となる巡回

用のガードはこの訂正ずみ目録をゴee　・一し

たもので，6年がかりで150万枚がコ．re一さ

れた。＃ピー作業開始の6カ・月後，・1902年．

項「2日・P・ら蜘・平均ユ5・ゆカード漱、

に示：すような順で，、プPtイi9　y国内の大学

図書館を時計回りg）方向で巡回しだした。

一　4　一一



　　Berlin．Breslau－Halle．　・

　　Marburg．Bonn4Mtinster．

　　G6ttingen4コ口el－Greifswald．

　；）　K6pigsberg．Berlin

　この巡回カードを受け取った図書館は自

己の蔵書と比較し∫同一図書があれば所蔵・

を記載し，相当する図書がなければ卑一ド

を作成して付け加えた。この巡回はeg　1．次・

大戦後の1922年に終了している。』

，総合目録事業はベルリシ王立図書館長

Wilmannsを長とする委員会で運営されて

いたが，1907年に図書館関係諮問委員会の

所管となった。

　1gO4年には早くもドルリンの総合目録は

所在調査を開始していて，1905年には3，300

件だった調査は1934年には2万1，000件に

達し，別途に現地ベルリンにおける利用が

2万2，500件あった。

　冊子目録の刊行・

　ベルリン王立図書館の目録をコピーした

カードの巡回はまだ完了していなかった

が，総合目録事業が進展したため，プPイ

セン’ }書館長会議は1911年，満場一致で総

合目録の印刷開始を決議し，翌年サンプル・

コピーが印刷された。ふたたび，1914年に

全原稿が完成する前に印刷を開始すること

が決議されたが，この年に勃発しか第1次

世界大戦とその後のインフレのために実現

しなかった。、

　第1次大戦後ドイツは共和制となり，

1921年からMilkauはプPイセシ国立図書

館長になったが，彼は経済状況が好転して

きた1925年，当局に対して総合目録の印刷

再開を申し入れた。

　総合目録はその範囲を拡大し，プPtイセ

ンの4工科大学，Braunsber9アカデミー，

・ミイエルシ州立図書館とウィン国立図書館

の蔵書も収録することにした。1931年に第

1巻が刊行されたが，tれはすでに刊行さ

れていだ大英博物館とフランス’国立図書館

『の蔵書目録に大体匹敵する規模とな甘雨・

録内容は相互に補い合う形になるため世界』

の図書館界から歓迎された。

　収録対象は，1930年1月1月目り前に刊

行された図書で，聖書と雑誌は別の巻にす

ることになっていた。また次に示す資料は

プPtイセン総合目録には収録されなかっ　、

た。　’

　1）東洋諸言語の文字を記入中に含むも

　　　の

　2）楽　　譜

　3）外国の学位論文を除く，大学や学校

　　　の出版物

　4）一枚ものの地図

　5）　1800年前の個人出版物

　6）標題紙のない抜き刷り．

　・7）　パンフレッ5の合綴本

　1931年には総合目録原稿作成用の規則が

刊行されたが，k一ド目録と冊子目録との

相違もありInstruktionとはかなり異なつ’

た点があっブヒ。

　1935年の末にAの部の最後までが刊行さ

れたが，ここまでで8巻，、91，469タ朴ル

になった。世界的な経済不況にもかかわら

ず予約数は310に達し，その半数以上はドイ

ツ国外からのものであった。

　この冊子目録刊行による成果としては，

次の3点があげられている。

　1）大英博物館，フランス国立図書館の

　　　冊子目録に匹敵する書誌的トールで

　　　ある。

　2）　図書館間相互貸借を増比した。、

　3）多くの図書館の，各館ごとの目録規

　　　則による古い目録を，標準目録規則

　　　に基づく統一的な記入によらて更新

5　一一
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する上で役立つ。この場合，印刷カ

ード・サrビスが行なわれるともつ

』とよいが，その事業費用捻出の目安

はなつかた。

　・ドイツ総合目録への拡張

　・総合目録の範囲をS“イツ全体に拡げるこ

とが図書館界全体から望重れていfg。ヒト

ラーv一一政権のもとで図書館行政は文部省のも

とに一元化され，1935年の省令によって総

合購はドイ栓灘が一差“D・ut＝
scher　Gesamtkatalo9”となった。　Bの部の・

幽冒頭からドイツ総合目録は刊行きれだした・

が，第2次大戦のため1939年で第14巻かぎ

り永久に中絶してしまった。

　・範囲が拡大され，オーストリアの8．館を

ふくめて102館の蔵書が収録されることに

ならたが，／t・そり牟蔵書量：は3，500万冊以上

と推定されてい＃。参加館φ選定基週ま，

公開の図書館蔵書で10万冊以上のもの全部

と，10万以下でも特色のあるコレクション

を有する庵りということであった。

　範囲拡大に対処する事務措置ぽ次のよう

にして行なわれたQドイツ総合目録とな’っ

セも依然として編さん業務り主体はプPtイ

1セン国立図書館であったが，奪ずプPtイセ

ン総合目録の原稿を特に蔵書量cp多い37館

に送り・，所蔵と新記入を追記してもらう。

プ戸イセン国立図書館はこれらを取bまと

めて新原稿を作成し，これを全参加館に送

引して所蔵と新記入を追記してもらうとい

う方式とした。　一　．一　・　冨．一

　収録ずる図書の範囲は次に示すように若

干変更されたb・

　1）　F“イッ総合目録で収録することにし

　　　たもの

　　　a．東洋関係資料で西欧語に翻訳され

　　　　たものと；’西欧の著作で東洋語に
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　　　翻訳されたもの。

　　b．町回出版物

　　c．すべての外国大学出版物

　　『d．1810年までのドイツの大学出版物

　2）　1850年以降刊行であまり価値がない

　　　出版物を収録しない方針の徹底

、あまり価値がない出版物は，収録したと

しても記入を極端に略語化することにし

た。価値の判定ぽ原則として報告館が行な

うことにしたが，その理由は手もとめ資料

に基づいて判定を下すことができるためで，

ある。

rプPイセン総合目録」は150冊で完結す、

る予定だったが，『ドイツ総合目録』となっ

てをの範囲を拡大しても，．ファインデイン

グ・リス5に徹して記入内容を切り詰めた

ため，記入数が増加しても全体⑱冊数は変

更させない方針だった。

　」3er且iper　T1憾且druckeの役割L

　プ官イセン総合目録は1930年より前に発

行のものを収録していたのだが，新受入れ

分の速報についてはBerliner　Titeldrucke

がその役割を分担し，1930年以降プPtイセ

ン総合目録の補遺となった。年刊集積版；

5年刊版（1930－34）も刊行され，1938年に

、は名称を変更してDeutscher　Gesamtka－

talog　Zugang　となiつた。

　ここで1892年置刊行が開始されたプPイ

セン王立図書館の受入速報“Berliner　Titel－

d「ucke（BTD）”・嘩難癖干ふり．か鋳

てみたい。・

　BTDは，単に王立図書館1館のみめ受入

速報だったのではなく，病めように参加館

が増加している。

1892年

1897年

1928年

ベル；］」ン大学図書館

他のプPイセンの大学

プPtイセンの4工科大学

’



1931年

1932年

1934年

ウィン国立図書館

オーストリアの図書館＄館と

Braunsbergブカデミー・

バイエルン州立図書館

1936年にはドイツ総合目録ζ同様全国規模

となった。

　Berliner　Titeldruckeの名称が正式なも

のとなったのは1911年のことであり，1909

年忌らはカード形態のも’のもプロイセン王

立図書館で三布を開始した。カードの方は

Berliner　Zetteldrucke（BZD）と呼ばれて

いた。収録範囲は，1892年から’1927年まで

の間は1892年以降の四丁をもつ新受入図書

を収録するこ，とにしていた。1928年以後は

刊年にかかわりなくすべての新受入図書を

収録することになった。地図と楽譜は1908

年まで収録し，雑言瀞興90弓年以来収録して

いた。

　第三帝国の図書館行政と全国書誌

　1933年1月ヒトラーが首相に就任し，・’5

月には焚書が起っている。マルクス，エン

ゲルス，ハイネ，トー7マス・マン，ブンビ

トらの著作がそ9対象となつ牟。図書館へ’

の政治的介入は当然のとどとして行なわれ

た。一番明白にそれがみとめられるのは全

国書誌である。ライプチヒの・ドイツチェ・

ビュッヒャラ、イがその編纂にあたっていた

が，1937年2月8日付啓蒙宣伝省からの公

文書により斗ダや的出版物の収録を禁止さ

れ，1940年にはゲッベルス指揮下の同省の

一一・一・L g織に編入された。戦後ドイツチェ・ビ

ュッヒャライは1933年から1945年まで収録

できなかった出版物について全国書誌の補

遺版を出している。これには民主車回的，

人文主義的，共産主義的出版物やユダヤ人

の著作，亡命ドイツ人の著作が5，485タイ

トル収録されている。

　西ドイツに戦後設立されだドイツチェ・

ビブリオテークは，ライプチヒのドイジチ

’エ・ビュッヒャライと同じ機能をもつ図書

館で，全国書誌編纂を行なっているが，そ

こでも亡命ドイツ人の著作をまと、めた『目録

が出されている。

　第三帝国は各分野で地方分権を打破した

が，’図書館行政においても中央集権化をは

かり，ドイツにそれまで存在しなかっ’た義．

務納本制を法定化しようと検討したが，、こ

れは草案のままで終っている。t・．t

　おわりに

，現在世界で行なわれている，・総合目録を

中心とした図書館協力事業は，アメリカ議

会図書館のものが最大規模であろう。この

ように概観してきてみると，今アメリカで

行なわれている事業の原型は，すべて戦前

のドイツにおいて計画され，実行されてい

たといっても過言ではないかもしれない。

　大英博物館の第2回目の蔵書目録は，か

つてのFran6is館長の英断によって，狛55

年までの蔵書を収録した263冊の目録とし

て完成し，その後は補遺も順調に刊行され

ている。，ブラシ界国立図書館の目録は1900

年に刊行力鞘始きれたものが，まだ完成し

ないでいる。

　第2次大戦前のドイツ総合目録はプPtイー

センの権力的国家主義のもとで発足し，第

1・次大戦，ワイマール共和国，ナ牙スe，ド

イツという歴史の流れとともに発展し，時

に停滞しつつ拡大していったが，ついに第

2次世界大戦によって壊滅してしまった◎

　戦後はこめ教訓を生かして新しいドイツ

の図書館協力と地域別総合目録が発足する

ことになる。　　　　　　　　’　　、

（黒熱勲
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